
第４７０回 番 組 審 議 会 

 

１．日  時  平成 23 年 12 月 21 日（水） 午後４時 00 分～ 

 

２．開催場所  テレビ岩手 6階大会議室 

 

３．委員総数   11 名 

出席委員   8 名   

委 員 長  清野 雅子 

副 委 員 長  千葉 幸長 

委      員    坂本  修 

委   員  柴田 和子 

委   員  池田 克典 

委   員  吉江 信博 

委   員  平  英一 

委   員  遠藤 雅也 

欠席委員 3 名 

委   員  望月 善次 

委   員    福田 泰司 

委   員  鈴木 正之 

 

 

 

社 側 出 席 者   矢後 勝洋（代表取締役会長） 

          楢崎 憲二（代表取締役社長） 

石井 修平（専務取締役） 

 淵沢 行則（取締役報道制作局長） 

 

            

 

事 務 局      山信田 寧(編成技術局長） 

 畠  義真 (編成技術局編成部長） 

             平山 亜希子（編成技術局編成部主任） 

 

 

４． 議  題   
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1. 今年 1 年の番組を振りかえって 

       2．その他ご意見 

５．資  料 

   資料として以下のものを配布 

・ 視聴者からのご意見 

６．意見 

 

委員側意見 

◎震災報道に尽力しており、そのほか、スポーツや情報など、広く報じられていて、丁寧

さを感じた。 

◎子供達の教育といった点から、高校生はスーパーサイエンスハイスクールなどの特徴あ

るスポーツ以外の取り組みも広報してほしいし、子供達のとりくみもみていきたい。 

◎3 月 11 日の東日本大震災の番組が多かったとおもうし、地元として取り上げるのは大切

だと思う。ぜひ継続してやってほしい。 

◎震災関連は根本的に住宅、仕事など課題が多く、まだ復旧段階にしかない。地元の報道

機関としては、エピソードの積み重ねも大事だが、根本的な課題を発信してほしい。 

◎人気番組がマンネリ化している気がしないでもない。難しいことだが、看板番組の再度

構成しなおしてほしい。 

◎番組の目的とスポンサーへの配慮のバランスを考えてほしい。 

◎岩手国体もあることなので、盛り上げるためにもぜひ特徴あるスポーツ関連を取り上げ

てやってほしい。 

◎「なるほど！平泉世界文化遺産」は、歴史、文化浄土思想、クイズ形式で専門家が登場して

分かりやすく、自然の美しさも取り入れて四季折々の映像は幻想的でさらに番組を引き立てて

くれ、丁寧で質が高かった。 

◎「らどんぱ！」が定着しつつある。子供たちにとって岩手を知るという観点では良い番

組だと思う。地元情報を良く取り上げている。 

テレビ岩手側意見 

◎今年は東日本大震災があり、全社系列を挙げて取り組んできた。現地でさまざまな課題

を抱えているが、震災報道は続けていきたい。 

◎震災報道に加え、例年通り視聴者によろこんでもらえるようなバランスの良い番組づく

りをしてきたつもり。 

◎レギュラー番組について、安定と停滞は表裏一体でリニューアルや見直しを常にこころが

けていきたい。 

 

７．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

 特記事項はないが、関連部署に議事録を配布するなど関係者に審議の内容を伝えた。 
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８．審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、方法及び

年月日 

・自社制作番組「あなたと歩むテレビ岩手」 

平成 23 年 12 月 27 日(火)（午前 11 時 45 分～11 時 52 分放送）で、審議の概要を放送。 

・支社・支局に議事録を設置 

・当社のインターネットのホームページで議事録を公開 

 

 


